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中国人が日本に行った後にもっとも慣れない９つの事

初めて日本に行った中国人は、いろいろな部分で慣れなかったり適応できなかったり…。下にはその中でも特に慣れない９つのこと。みなさんにとって賛成できるものがどれだけあるでしょうか。

１、中国→成年向け雑誌は規制が厳しい
　　日本→成年向け雑誌もタバコやガムと一緒に売っている

恐らく中国人であれば誰でも、子どもを抱えた女性に「この無修正のアダルトDVDを買いませんか？」と聞かれたことがあるでしょう（注１）。しかし、日本では成人向け関係の物が３分の１を占めている書店もあり、コンビニでもタバコやガムと一緒に並べて売られている。これは中国人にとっては想像できないこと。どこのコンビニへ行っても、本のコーナーには成年向け雑誌が売られていて、時には子ども向け雑誌の横に並べられている。

（注１）中国では規制がかけられているためおおっぴらに手に入れられないが、女性がこっそり販売を進めてくることがある。

２、中国→トイレは汚くて臭いもあるのが普通
　　日本→トイレはまるでトイレらしくなく、ホテルのよう！

汚くないし臭くもない、更に床に座れるくらいきれい、それなのにトイレと呼べるのか！清潔さがあり、まるでホテルのよう。異様な臭いもない、これでもトイレなのか！

３、中国→トイレットペーパーはごみ箱へ
　　日本→トイレットペーパーは流せる

中国では、トイレットペーパーを流さないで備え付けのごみ箱に捨てるのは常識。しかし、日本では、トイレットペーパーを捨てるのは嫌がられる行為。トイレットペーパーはそのままトイレに流せるのである。それは日本のトイレットペーパーは水に溶けるので、詰まらせることがないからだ。ごみ箱に捨ててしまったら掃除の手間が増えてしまう。（日本ではごみの分別に非常に細かくうるさい。飲み物の本体とフタすらも分けて捨てないといけない）。

４、中国→地下鉄はまるで市場のよう。ご飯を食べたりおしゃべりしたり…。
　　日本→地下鉄は病院のよう。静かで整然としている（静かで秩序が保たれている）。つまらない

東京の地下鉄は乗客が多いけれども、とても静か。自分の事をしたりぼーっとしたりしている。しかし、大きな声で話している人はほとんど見かけない。そして、東京の地下鉄は各車両に優先席があるが、若者はあまり座ることはない。電車の運賃は高くはないが安くもない。

５、中国→写真はあくまでもただの参考
　　日本→写真を参考にできる

中国ではメニューの写真を見て注文しようとしても、下に、「写真はあくまでも参考、来たものが本来の物だ」と書いてある。しかし、日本ではメニューの写真を見て注文しても、写真と同じものが運ばれてくる。仮にラーメンを注文したとして、写真のラーメンにチャーシューが５枚あって、実物のラーメンに３枚しかなければ、店員に言ってチャーシューをもらうこともできる。そして日本の多くの店の前には自動券売機があり、簡単な操作で食券を買うことができる。まるで自動販売機のように簡単。

６、中国→お客さんは特に何も言わない
　　日本→お客さんのほうも謝意を表す

中国では、お客さんが店を出る時は、多少ちゃんとしている店でも一人の店員（あいさつ専用のために雇っているような店員）を出入り口に立たせて、「ご来店ありがとうございました」と言わせるだけで、お客はそれに対して特に返事をしない。しかし、日本では、旅行バスに乗っても、ドライバーが一人一人に丁寧に礼を述べていて、中国人はそれに対して何と返事していいかわからない。ツアーバスがホテルを出発する時も、ホテルのスタッフがバスに向かって手を振っているが、中国人にはとても慣れないことだ。

７、中国→人が車に譲る
　　日本→車が人に道を譲る

中国人が道を渡る時、特に信号がない道を渡る時は、車を先に行かせる習慣がある。しかし、日本では、車がしっかり停まってくれて、歩行者を優先させてくれる。それに慣れていない中国人は、道で車が先に行くのを待ち、人も車もお互い待ったまま動かず、なんてこともある。そして、しばらく待ってから、車が待ってくれてるのだと気づき慌てて道を渡る。

８、中国→薬は３日ぐらい飲み続けて初めて効果を発揮し始める
　　日本→飲んで効果がすぐ現れない薬は店に並んでいない

中国では、どんな薬を買う時も３日分の量を買う。そうでなければ効果が表れず無駄になってしまうからである。ほとんどの人が日本の薬に対する高い評判を聞いているが、その評判を裏切らず、日本の薬は飲めば本当に効果が表れる。

９、中国→薬屋は薬だけ売る
       日本→ドラッグストアは何でも揃う雑貨店のよう

中国の薬局は名前の通り薬を売るだけ。大きい店舗ならティッシュペーパーや、売る許可を得ていないような物を見かけるかもしれないという程度だ。しかし、日本では「ドラッグストア」の「薬」という字を見れば、中国人女性は嬉しくなり２時間は出てこない。中には各種の薬だけでなく、化粧品、美容関連の商品、お菓子に健康食品、キッチン用周りの用品まで何でも揃っている。「日本で行きたいところ」を聞かれ、ドラッグストアだと答える中国人も少なくないだろう。
